
事　業　概　要 要求額 査定額 内容

若手芸術家等の居住・
制作・発表の場づくり

　京都を拠点に活動する若手芸術家のため，既存の町家や倉庫等を活用した居住・制作の

場づくりや，小学校跡地施設や公共空間等を活用した発表の場づくりを行い，若手芸術家

の活動を支援するとともにまちの活性化を目指す。

＜成果目標＞

　「大学のまち京都・学生のまち京都」で文化芸術を学んだ若い人材が，一人でも多く京

都にとどまり切磋琢磨して成長していける環境を整えることで，志と可能性を秘めた多く

の人材を京都に集め，また，そうした若手による文化芸術活動をまちの活性化につなげて

いく。また，本事業が先行モデルとなり，将来，民間でも同様のシステムが構築されるこ

とを期待する。

2,000 1,800

□要求どおり

□積算内容精査

■事業内容精査

第２６回国民文化祭・
京都２０１１開催準備
と京都会館開館５０周
年記念事業

　平成23年度に京都府下で開催される国民文化祭の準備と京都会館開館50周年記念事業の

実施

（平成22年度の予定）

①国民文化祭京都市実行委員会の運営　②本市主催事業に係る事業別企画委員会の運営

③本市主催事業に係る実施計画，開催要綱等の策定　④京都府，芸術団体，出演団体，会

場施設管理者等，関係機関との協議，連絡調整　⑤気運醸成事業　⑥広報活動　⑦先催県

視察　⑧京都会館開館50周年記念事業

＜成果目標＞

　国民文化祭については，平成23年度の本番に向けて，関係機関と引き続き調整を図ると

ともに，市で実施する事業の具体的検討・企画を行い，市民への周知と気運醸成を図るた

めのシンポジウム等の開催や広報活動を行う。

　また，国民文化祭の主要会場となる京都会館が平成22年度に50周年を迎えるにあたり，

「市民に愛された京都会館」をコンセプトとする開館50周年記念事業を開催し，国民文化

祭と合わせ新たな50年に向けた京都会館の再出発の気運を盛り上げる。

72,000 56,000

□要求どおり

■積算内容精査

■事業内容精査

文　化　市　民　局　予　算　要　求　の　内　容

事　業　名

（単位：千円）

査　定　結　果

※「予算要求の内容」欄の事業概要等は，査定を通じて変更していることがあります。査定後の事業概要等は，「京都市予算の概要」を参照してください。



事　業　概　要 要求額 査定額 内容

文　化　市　民　局　予　算　要　求　の　内　容

事　業　名

（単位：千円）

査　定　結　果

新「京都市動物園構
想」の推進

・新「おとぎの国」整備事業

　当園の「おとぎの国」は動物とふれあい，生命の尊さを学び情操を育む場として重要な

役割を果たしている。また，直接，動物にふれられるため，人気が高く利用者も多い。繁

忙期の入園者は3,000人を超える。しかしながら，現施設は老朽化が著しく，感染予防な

どに必要な手洗い等の設備が充分ではない。さらに，飼育作業導線と観覧者導線が交錯す

るため，開園時間を制限しなければならない等の問題があるため，早急に整備をする必要

がある。

　平成22年度の「おとぎの国」整備に向けて，平成21年度は設計，獣舎解体等を実施中で

ある。

＜成果目標＞

　平成22年度　新「おとぎの国」の整備

・「ネコワールド」「アフリカの草原」「病院・救護センター」等整備事業

　平成21年度策定予定の共汗でつくる新「京都市動物園構想」に基づき「いのちにふれる

憩いの場」，「種の保存等自然保護への貢献」，「環境教育」，「研究」という使命を果

たすことのできる環境づくりや環境配慮型の施設等へ整備を行っていく。

　また，施設整備の基本的な考え方として，開園しながらゾーンごとに段階的な整備をし

ていくこととし，安全面で課題のある施設や老朽化が進んだ施設を優先し整備していく。

　平成23年度「ネコワールド」，「アフリカの草原」，「病院・救護センター」等を整備

するために，平成22年度は設計等費用を要求する。

＜成果目標＞

　平成23年度　「ネコワールド」，「アフリカの草原」，「病院・救護センター」の整備

267,860 226,000

□要求どおり

■積算内容精査

■事業内容精査

世界遺産・二条城一口
城主（本格修理募金事
業）

　平成23年度から予定している，二の丸御殿（国宝），本丸御殿・東大手門（重文）を始

めとする文化財建造物の本格修理に必要な財源に充てるため，広く市民や観光客などから

寄付を募り，基金に積み立てる。

＜成果目標＞

　寄付金等を財源に，二条城本格修理事業が実施されることにより，入城者の安全対策に

万全を期すとともに，貴重な世界文化遺産を次代へと確実に継承することが可能となるた

め，世界遺産・二条城の魅力を恒久的に発信し，観光客増対策にも寄与していく。

103,500 103,000

□要求どおり

■積算内容精査

□事業内容精査

※「予算要求の内容」欄の事業概要等は，査定を通じて変更していることがあります。査定後の事業概要等は，「京都市予算の概要」を参照してください。



事　業　概　要 要求額 査定額 内容

文　化　市　民　局　予　算　要　求　の　内　容

事　業　名

（単位：千円）

査　定　結　果

岡崎地域活性化ビジョ
ン及び京都会館再整備
基本計画の策定

  平成21年度は，京都会館再整備の基本構想策定と耐震調査に取り組んでおり，基本
構想では，京都会館の現状と課題を整理し，建築計画や最適事業手法等の検討を行
い，再整備の基本的考え方を示すこととしている。
  平成22年度は，岡崎地域活性化プランを策定するとともに,基本構想を踏まえた京
都会館再整備の基本計画を策定する。
　岡崎地域活性化プランでは，岡崎地域の活性化戦略を練りエリアマネジメントの体
制整備に向けた取組を進めるとともに，岡崎地域の魅力や事業可能性を企業等にア
ピールするＤＶＤの作成を行う。
　京都会館再整備の基本計画は，岡崎地域の未来の絵姿の一つを具体的に現すこと
で，企業の事業参画を図り，岡崎地域活性化プランの実現可能性を高めることに寄与
する。基本計画の策定では，京都会館再整備の基本コンセプトの作成と民間事業者参
入の可能性調査及び勧誘の実施，岡崎地域活性化プランと整合が取れ参画予定の民間
事業者と協議が可能な京都会館再整備関連図書（図面，構造計算，事業費算定）の作
成を行う。
＜成果目標＞
　今後の京都を先導するプロジェクトの一つとして岡崎地域活性化に取り組むことと
し，平成22年度は，岡崎地域活性化ビジョン及び京都会館再整備基本計画を策定す
る。事業の推進に向けては，市民，企業，大学等の共汗による取組が不可欠であるこ
とから，岡崎地域の魅力や京都会館の有用性をアピールするプロモーション用資料
（ＤＶＤ等）を作成し，当該事業への企業等の参画を積極的に図っていく。

20,000 20,000

■要求どおり

□積算内容精査

□事業内容精査

次期各区基本計画の策
定に向けた取組

　平成20年度から各区で設置した住民円卓会議での議論などを踏まえ，平成21年度から各
区で設置した次期各区基本計画策定委員会で議論を重ねるとともに，パブリック・コメン
トなどを実施し，できる限り広範な区民意見が反映された次期各区基本計画を各区で策定
する。
＜成果目標＞
　全区において，次期計画を策定する。

69,594 54,000
□要求どおり

■積算内容精査

■事業内容精査

地域コミュニティの活
性化に向けた方策の調
査・検討

　京都市地域コミュニティ活性化に関する懇話会から本市への提言を踏まえ，具体的な方
策や地域コミュニティ活性化条例（仮称）等を検討する組織を立ち上げ，平成23年度から
の方策実施及び条例施行を目指す。
＜成果目標＞
　地域コミュニティ活性化のための具体的な方策及び条例の内容の確定

5,000 5,000 ■要求どおり

□積算内容精査

□事業内容精査

※「予算要求の内容」欄の事業概要等は，査定を通じて変更していることがあります。査定後の事業概要等は，「京都市予算の概要」を参照してください。



事　業　概　要 要求額 査定額 内容

文　化　市　民　局　予　算　要　求　の　内　容

事　業　名

（単位：千円）

査　定　結　果

市民活動・ＮＰＯ・ボ
ランティア活動環境整
備（プラットホーム）
事業

　本市の市民活動支援の指針である「京都市市民活動・NPO・ボランティア活動プラット

ホーム（仮称）」及び行動計画を策定するとともに，政策推進プランに記載されている

NPO等の活動の場「スモールオフィス」の拡大を図る。スモールオフィスの設置について

は，コミュニティセンターの跡地を活用した整備を検討しているため，「京都市市民活

動・NPO・ボランティア活動プラットホーム（仮称）」に基づき，スモールオフィス100箇

所の整備計画を平成22年度に行い，平成23年度の利用開始に備える。

＜成果目標＞

　スモールオフィス100箇所の整備（平成23年度）

1,000 1,000

■要求どおり

□積算内容精査

□事業内容精査

上京区総合庁舎整備 　上京区役所は，昭和12年の竣工から築72年が経過し，老朽化及び狭隘化が著しい。ま

た，保健部が別庁舎となっており，駐車スペースも狭いことから，総合庁舎の早急な建設

が課題となっていた。また，各学区代表者の連名で要望が出される等，地元の新総合庁舎

への要望も強く，現庁舎敷地を中心にして新たな総合庁舎を建設するものである。

＜成果目標＞

　平成22年度中に総合庁舎整備の基本設計を実施する。

34,000 34,000

■要求どおり

□積算内容精査

□事業内容精査

※「予算要求の内容」欄の事業概要等は，査定を通じて変更していることがあります。査定後の事業概要等は，「京都市予算の概要」を参照してください。



事　業　概　要 要求額 査定額 内容

文　化　市　民　局　予　算　要　求　の　内　容

事　業　名

（単位：千円）

査　定　結　果

消費者教育・啓発の推
進

１　くらしのフォーラム（仮称）の開催
　消費者自らが，「自立した主体としての消費者」として，多様な選択肢の中から主体的
に選び，積極的に行動できるよう，環境，食，住まい，文化など幅広い角度から，市民と
ともに考えるシンポジウムを開催し，消費者の自立支援を目指す。
２　大学における消費者講座の開講
　大学生が消費者契約トラブルなどの消費者問題等を学ぶための講座（授業）を，大学及
び大学コンソーシアム京都との協働により開講する。
３　マイシティライフ特別号の発行
　生活情報誌「マイシティライフ」（昭和59年発行開始，年4回発行）をより多くの市民
に読んでいただけるよう，「マイシティライフ」の特別号を作成し，全戸配布することに
より，「マイシティライフ」や相談窓口の周知強化を図る。
４　祝日における電話相談の実施
　週末の緊急時の相談に対応するため，平成17年4月から京都府と合同でＮＰＯ法人京都
消費生活有資格者の会への委託事業として土，日曜日に実施している電話相談を相談機会
拡大のため，祝日においても実施し，消費者被害の未然防止に努める。
５　その他　消費生活相談窓口充実，消費者啓発事業等
＜成果目標＞
・消費者の自立支援
・学習機会の拡大及び消費者啓発強化
・市民の消費生活の安心の確保

40,000 40,000

■要求どおり

□積算内容精査

□事業内容精査

路上喫煙等禁止区域の
拡大

　路上喫煙等禁止区域の拡大については，現在，京都市路上喫煙等対策審議会に新たな禁

止区域の指定について諮問しており，この審議会での議論を踏まえながら，指定区域の選

定を行っていく。

　平成22年度には，路上喫煙等禁止区域を指定するとともに，駅ターミナルへの啓発パネ

ルの掲出，観光雑誌への啓発記事の掲載などの広報活動を積極的に実施することで，市内

全域で喫煙マナーの向上を図っていく。

＜成果目標＞

　路上喫煙等禁止区域を追加指定する。

22,580 19,000

□要求どおり

□積算内容精査

■事業内容精査

※「予算要求の内容」欄の事業概要等は，査定を通じて変更していることがあります。査定後の事業概要等は，「京都市予算の概要」を参照してください。



事　業　概　要 要求額 査定額 内容

文　化　市　民　局　予　算　要　求　の　内　容

事　業　名

（単位：千円）

査　定　結　果

ドメスティックバイオ
レンス（ＤＶ）相談支
援センター（仮称）の
設置

　配偶者等からの暴力（ＤＶ）被害者への支援策として,相談から自立支援まで，現在あ

る施策（相談，一時保護，心理的サポート，法的サポート，経済的支援等）を有機的に活

用し，関係機関が連携して支援を行うための中心的役割を担うドメスティックバイオレン

ス（ＤＶ）相談支援センター（仮称）を設置する。

＜成果目標＞

　ＤＶ問題に対する取組の強化を図る。

7,000 7,000
■要求どおり

□積算内容精査

□事業内容精査

「日本女性会議２０１
０きょうと」の開催

　男女共同参画社会の実現に向けた課題の解決策を探るとともに,参加者相互の交流の促

進や情報のネットワーク化を図るために,「日本女性会議」を京都で開催する。

＜成果目標＞

　男女共同参画の取組を推進するための新たなネットワーク形成の土台をつくるととも

に,地域の活性化を図る。また,企画運営に学生の参加を求め,次世代の育成を図る。

40,000 37,000
□要求どおり

■積算内容精査

□事業内容精査

子ども・若者総合支援
事業

　子ども・若者育成支援推進法に掲げられている「子ども・若者総合相談センター」「子
ども・若者支援地域協議」「子ども・若者支援調整機関」「子ども・若者指定支援機関」
の設置等を行いながら，すべての子どもの健やかな成長と若者の社会的自立を目指し，総
合的・継続的な支援施策を推進する。
＜成果目標＞
　子ども・若者の総合的・継続的な支援施策を推進する。文化市民局，産業観光局，保健
福祉局，教育委員会との融合事業として実施する。

49,936 32,500

□要求どおり

■積算内容精査

□事業内容精査

京都スポーツの殿堂 　競技スポーツの分野で傑出した実績を持ち，子どもたちや市民の目標や憧れの的となる

京都ゆかりのアスリート等について，永くその栄誉と功績を讃え，その偉業に関する展示

を行う「京都スポーツの殿堂」を西京極に設置・公開するとともに，「殿堂入り」したア

スリート等による事業（記念講演や子どもたちに対する指導）を行う。

　これらの取組により，市民のスポーツに対する関心を高め，京都のスポーツの更なる発

展とスポーツを核とした魅力ある京都のまちづくりに資する。

＜成果目標＞

　殿堂ホールの整備，殿堂入りしたアスリート等による講演・スポーツ教室等を行う。

10,000 10,000

■要求どおり

□積算内容精査

□事業内容精査

※「予算要求の内容」欄の事業概要等は，査定を通じて変更していることがあります。査定後の事業概要等は，「京都市予算の概要」を参照してください。


